
日
本
か
ら
イ
ン
ド
や
ト
ル
コ
、
ベ
ト
ナ
ム
ヘ
の
原
発
輸

出
が
議
論
を
呼
ん
で
い
る
が
、
最
初
の

「
日
の
丸
原
発
」

は
台
湾
に
あ
る
。
２
０
１
１
年
の
稼
働
を
目
指
し
て
い

た
が
、
ト
ラ
ブ
ル
続
き
で
現
在
も
稼
働
に
至
ら
ず
。
福

島
第

一
原
発
の
事
故
を
き
っ
か
け
に
、
反
対
運
動
に
も

火
が
つ
い
た
。
「人
力
社
」
代
表
で
旅
行
ラ
イ
タ
ー
の
中

山
茂
大
氏
（４４
）が
ヽ
台
湾
の
現
状
を
ル
ボ
し
た
。

台
北
市
か
ら
東
に
約
４０
キ
ロ。

新
北
市
貢
寮
区
の
港
町
、
福
隆

か
ら
車
で
１０
分
ほ
ど
走
る
と
、

左
手
に
緑
色
の
巨
大
な
箱
の
よ

う
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
建
造
物

が
姿
を
現
す
。
台
湾
電
力
が
建

設
す
る

「龍
門
発
電
所
」
だ
。

正
式
名
称
は

「台
湾
電
力
公
司

第
四
核
能
発
電
廠
」。
一
般
的
に

「核
四
」
と
呼
ば
れ
る
台
湾
第

四
の
原
発
で
あ
る
。

一
般
車
が
行
き
交
う
公
道
に

面
し
て
立
つ
原
子
炉
建
屋
を
横

日
に
、
「核
四
」
か
ら
最
も
近
い

市
街
地
、
塩
寮
に
向
か
っ
た
。

繁
華
街
の

一
角
に
あ
る
寺
院
の

屋
上
に
上
が
ら
せ
て
も
ら

つ
た
。

街
の
後
方
に
大
き
な
煙
突
、
そ

の
隣
に
、
先
ほ
ど
通
り
過
ぎ
た

緑
色
の
建
屋
が
見
え
る
。
炉
心

ま
で
、
わ
ず
か
１

ロ
キ
ほ
ど
。
あ

の
建
屋
が
吹
き
飛
ん
だ
ら
、　
一

瞬
で
放
射
能
が
飛
散
し
て
く
る

こ
と
だ
ろ
う
。

「
１
号
機
は
９５
％
、
２
号
機
は

９２
％
完
成
し
て
い
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

い
つ
試
運
転
が
始

ま

っ
て
も
お
か
し
く
な
い
」

稼
働
に
反
対
す
る

「貢
寮
反

核
自
救
会
」
会
長
の
呉
文
樟
さ

ん
（５６
）
は
、
建
屋
を
指
さ
し
て

一
甲
つ
。

「核
四
」
は
日
本
の
メ
ー
カ
ー

が
海
外
に
輸
出
し
た
初
の

「
日

の
九
原
発
」
と
し
て
知
ら
れ
る
。

使
用
す
る
原
子
炉

（改
良
型
沸

騰
水
型
炉
）
は
、
ア
メ
リ
カ
の

ゼ
ネ
ラ
ル

・
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク

（Ｇ
Ｅ
）
社
が
設
計
し
、
日
立

と
東
芝
が
製
造
し
た
も
の
で
、

柏
崎
刈
羽
原
発
６
号
機
、
７
号

機
と
同
じ
タ
イ
プ
だ
。
１
９
９

９
年
に
建
設
が
始
ま
り
、
中
華

民
国
建
国
１
０
０
年

の
節
目
で

あ
る
２
０
１
１
年
に
稼
働
を
始

め
る
予
定
だ

っ
た
。
し
か
し
脱

写真は上が「核四」の原子炉建屋。下は左が「核四」の建設中
止を求める立て看板。右は「3・ 11」 後に過熱している反原発デ
モの様子 (デモの写真は木曽恵氏、ほかはすべて中山氏撮影)

つ

仁

―

第
四
原
発

（建
設
中
）

／
解
‐４
Ｆ
ヽ

2014.1.31


